
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シャンクを有する基体に下向きに解放した結合孔を設け、該結合孔内にあって基体中心に
センタードリルを取着し、結合孔に対し結合保持手段を介してコア体を着脱自在に結合す
るコアドリルにおいて、前記コア体を、結合孔に結合される中継ぎ体に取着し、該中継ぎ
体に設けたセンタードリル通孔の壁面に、母線方向にガイド溝を設け、該ガイド溝に嵌合
する突起条を外周面に設けた押出し棒を別途用意し、該押出し棒を、センタードリルに替
えてセンタードリル通孔に挿通可能にしたことを特徴とするコアドリル。
【請求項２】
押出し棒をセンタードリルと同径にし、押出し棒の先端部外周面に、無突起条部を形成し
たことを特徴とする請求項１記載のコアドリル。
【請求項３】
押出し棒の外周面に、３本の突起条を等配的に設けたことを特徴とする請求項１又は２記
載のコアドリル。
【請求項４】
中継ぎ体の上半部に、結合孔に嵌合して結合される径大筒状の結合部を形成し、センター
ドリル通孔を下半部中心に設け、下半部外周面に雄ねじを設け、該雄ねじを、コア体の頂
盤中心に設けた雌ねじ孔に螺合させてコア体を取着したことを特徴とする請求項１記載の
コアドリル。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、被穿孔物に対し、センタードリルで中心孔を先行させて穿孔し、この後からコ
ア体によって中心孔と同心円とする大径孔を穿孔するコアドリルに関するものであり、更
に詳しくは、穿孔後に、コア体内に残る切抜き廃材の取り出しが簡単にできるコアドリル
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、大径孔の穿孔を円滑に遂行するために、センタードリルと、開口周縁に穿孔刃
を設けた円筒状のコア体を組合せたコアドリルが広く実用されている。
【０００３】
この種のコアドリルによる穿孔では、被穿孔物に対してセンタードリルで中心孔を先行さ
せて穿孔し、この後からコア体の穿孔刃を切り込ませて大径孔を穿孔するもので、穿孔を
終えた時点でコア体内には、センタードリルが中心孔に突き刺さった形で切抜き廃材が残
る。この切抜き廃材は、その中心孔がセンタードリル径に略等しく、切抜き廃材の外径が
コア体内径に略等しいものとなるために、切抜き廃材がコア体内で引っ掛かる等して簡単
には抜け出てこないことがあり、これが穿孔作業の進捗を妨げる。
【０００４】
そこで、コア体内からの切抜き廃材の取り出しを容易にするために、シャンクを有する基
体に対してコア体を着脱自在にし、穿孔後に両者を分離してコア体内に残る切抜き廃材の
取り出しが簡単にできる構成のコアドリルが、先に本出願人によって提案されている。
【０００５】
例えば、特許第２５２０５４８号に開示されたコアドリルは、シャンクを有する基体下部
に形成したコア体取着部内に、半径方向に進退動自在とする係合部材を収嵌するとともに
、基体上部に形成したスリーブ装着部に、上下動自在に操作スリーブを装着し、該操作ス
リーブ下部に形設した操作片を、前記係合部材の基部に押入可能に構成し、また、コア体
取着部が嵌挿されるコア体の開口部には、係合部材の先端部が係脱する係合孔を設けたも
のである。
【０００６】
この構成のコアドリルでは、基体とコア体の結合は、操作スリーブを引き上げると、操作
片が係合部材の基部から離れて係合部材がばね力により後退動し、この係合部材の先端が
コア体取着部から引っ込むので、この状態でコア体取着部をコア体の開口部に挿入して操
作スリーブを離すと、操作スリーブを押し下げるばね力の下で操作片が係合部材の基部に
押入されて係合部材が前進動し、その先端をコア体の係合孔に突出係合させて基体とコア
体を結合する。こうして穿孔に供せられる。
【０００７】
そして、穿孔を終えた後に、コア体内に残る切抜き廃材を取り出す時は、操作スリーブを
引き上げると、前記の逆順で、操作片が係合部材の基部から離れ、係合部材がばね力によ
り後退動し、係合部材先端がコア体の係合孔から抜出して係合が解かれ、基体とコア体は
分離できる。こうして基体から分離されたコア体の結合側の開口部には邪魔物がないので
、切抜き廃材はこの開口部から簡単に取り出すことができる。
【０００８】
従って、前記する構成のコアドリルによれば、操作スリーブの操作で、基体とコア体の結
合・分離がワンタッチ式に簡単にできてコア体内からの切抜き廃材の取り出しが簡単に確
実にできるものである。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、前記する構成のコアドリルでは、コア体取着部内に複数個の収嵌孔が半径方向
に設けられ、この中に進退動する係合部材が収嵌され、その先端をコア体取着部周面に出
没させてコア体の係合孔に係脱するので、コア体取着部に係合部材を組み付ける上で、コ
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ア体取着部の大きさ（半径）は制約を受ける。
【００１０】
従って、前記する構成のコアドリルは、比較的大径のコア体と組み合わせるコアドリルに
適用され、コア体取着部に対してスペース的に係合部材の組み付けが困難な比較的小径の
コア体と組み合わせるコアドリルには不向きとされる。
【００１１】
そこで、本発明は、コア体の大きさに左右されず、穿孔後にコア体内に残る切抜き廃材を
簡単に取り出すことができるコアドリルを提供することを目的としたものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
前記の目的を達成するために、本発明に係るコアドリルは、シャンクを有する基体に下向
きに解放した結合孔を設け、該結合孔内にあって基体中心にセンタードリルを取着し、結
合孔に対し結合保持手段を介してコア体を着脱自在に結合するコアドリルにおいて、前記
コア体を、結合孔に結合される中継ぎ体に取着し、該中継ぎ体に設けたセンタードリル通
孔の壁面に、母線方向にガイド溝を設け、該ガイド溝に嵌合する突起条を外周面に設けた
押出し棒を別途用意し、該押出し棒を、センタードリルに替えてセンタードリル通孔に挿
通可能にしたことを特徴とする。
【００１３】
ここで、コア体が取着される中継ぎ体は、その上半部に、結合孔に嵌合して結合される径
大筒状の結合部を形成し、センタードリル通孔を下半部中心に設け、下半部外周面に雄ね
じを設け、該雄ねじを、コア体の頂盤中心に設けた雌ねじ孔に螺合させてコア体を取着す
る。
【００１４】
また、結合孔に対する中継ぎ体の結合保持手段としては、結合孔の周壁に配装され、結合
孔内に出没して中継ぎ体外周面に設けた結合凹部に係脱する結合ボールと、該結合ボール
に対応して基体の結合孔周壁に回動自在に配装され、結合孔内への結合ボールの出没を規
制するコア体着脱リングと、結合孔内に配装したコア体押し出しばねと、該ばねの下端に
延設され、結合孔内面を摺動して結合孔内への結合ボールの突出を規制する支承部を備え
る。
【００１５】
そして、基体と中継ぎ体（コア体）が分離している時は、結合ボールは結合孔内から退出
し、コア体押し出しばねが伸長して支承部が結合ボールの前面に臨んで結合孔内への突出
を阻止する。基体との結合時には、結合孔に中継ぎ体の結合部を嵌合して支承部を結合ボ
ール前面から押し上げると、結合ボールが支承部から開放され、中継ぎ体の結合部外周面
に設けた結合凹部が結合ボール位置に達したところで、結合ボールが結合孔内に突出して
結合凹部に係合する。ここで結合ボールは、コア体着脱リングが回動して押さえ込まれて
結合関係は保持される。
【００１６】
こうして、中継ぎ体を介して基体とコア体が結合されて穿孔に供せられる。
【００１７】
このように構成された本発明に係るコアドリルによれば、基体とコア体が中継ぎ体を介し
て結合された状態では、センタードリルは中継ぎ体に設けたセンタードリル通孔に挿通さ
れてコア体下方に突出する。従って、被穿孔物に対する穿孔は、通常の穿孔と同じ要領で
、センタードリルで中心孔を先行させて穿孔し、この後からコア体の穿孔刃を切り込ませ
て大径孔を穿孔する。ここで、センタードリルは中継ぎ体に設けたセンタードリル通孔に
挿通されてセンタードリルは、その取り付け基部と中間部とが支持されるので、センター
ドリルの芯振れが軽減されて穿孔精度を高める。
【００１８】
穿孔を終えた時点でコア体内には、センタードリルが中心孔に突き刺さった形で切抜き廃
材が残るが、この切抜き廃材が、コア体内に引っ掛かる等して簡単には抜け出てこないも
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のについては、基体からコア体を分離して取り出す。
【００１９】
この際の基体からのコア体の分離は、結合時とは逆順で、コア体着脱リングを回動させて
結合ボールの押さえ込みを解くと、結合ボールは結合孔内から退出して中継ぎ体の結合凹
部との係合を解くので、中継ぎ体は結合孔から簡単に抜き取ることができる。
【００２０】
こうして、別途用意された押出し棒を、センタードリルが抜けた中継ぎ体のセンタードリ
ル通孔に挿入してコア体内に残る切抜き廃材を押し出す。この時、押出し棒は、その外周
面に設けた突起条をセンタードリル通孔の壁面に設けたガイド溝に嵌合させて挿入され、
押出し棒の先端部がコア体内に残る切抜き廃材の中心孔の孔口に押当される。こうして全
体を揺する等しながら押出し棒を押し込むと、コア体内での切抜き廃材の引っ掛かりが解
消されて、切抜き廃材は簡単に取り出される。
【００２１】
本発明において、センタードリルと押出し棒は、同じセンタードリル通孔に挿通されるの
で、押出し棒をセンタードリルと同径にし、押出し棒先端部外周面に無突起条部を形成し
た構成にすると、押出し棒の無突起条部を切抜き廃材の中心孔の孔口に入り込ませ、突起
条端部を孔口縁に係止させることができるので、コア体内で切抜き廃材がふらつきをなく
し、押出し棒を操作して切抜き廃材の引っ掛かりを素早く解消してその取り出しをより一
層し易くし、作業性を向上できる。
【００２２】
また、本発明においては、センタードリル通孔の壁面に設けるガイド溝と、これに対応し
て押出し棒の外周面に設ける突起条と数については、特に、制約はないが、コア体内に残
る切抜き廃材の中心孔の孔口縁に突起条の端部を係止させて押当力を切抜き廃材に伝達す
るので、押出し棒の外周面に、３本の突起条を等配的に設けた構成にすると、各突起条端
部を介して押出し棒からの押当力を、切抜き廃材の中心孔の孔口縁に均等にバランス良く
、しかも、確実に伝達することができてコア体内からの切抜き廃材の取り出し作業をし易
くする。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて具体的に説明する。
【００２４】
図１は本発明のコアドリルの一部を断面で示す正面図、図２は図１のＡ－Ａ線における断
面図、図３はコア体が取着される中継ぎ体の一部を断面で示す正面図、図４は図３のＢ－
Ｂ線における断面図、図５は押出し棒の平面図、図６は押出し棒の一部を切欠した正面図
である。
【００２５】
図において、基体１には、円筒状の結合孔周壁２により下向きに開放した結合孔３を設け
、頂盤上面中央に駆動軸のチャック（図示せず）により支持されるシャンク４を設けてい
る。
【００２６】
結合孔周壁２回りの３箇所に収容孔５を設け、これらの収容孔５に結合孔３内に出没する
結合ボール６を配装している。ここでの結合ボール６の大きさ、すなわち、結合ボール６
の直径は、結合孔周壁２の肉厚より若干大きく設定し、収容孔５内を移動して結合孔周壁
内外に一部を出没自在にしている。なお、図示はしていないが、結合ボール６は結合孔３
側には抜出することはないように、結合孔３側の収容孔口は狭搾構造にしている。
【００２７】
結合ボール６に対応して基体１の結合孔周壁外周に、コア体着脱リング７を回動自在に配
装している。このコア体着脱リング７が結合孔周壁２に摺動する内周面には、結合ボール
６の一部が入り込んで結合孔３から結合ボール６を退出させる待避凹部８を設け、コア体
着脱リング７の上部には、外周壁部を残して切り込み状に環状ばね収容部９を凹設してい
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る。そして、このコア体着脱リング７は、基体１の結合孔周壁２に嵌挿して周壁下部に突
設した支持段に支持させ、環状ばね収容部９に環状ばね１０を収容し、環状ばね１０の一
端を基体１の結合孔周壁２に止着し、他端を環状ばね収容部９内に止着し、この上にばね
保持環１１を配置して、これを結合孔周壁２面に周設した支持溝１２に嵌着して抜け止め
を図っている。
【００２８】
実施の形態における前記環状ばね１０は、その両端部を離間させてばね径を拡大する方向
にばね力を発揮するもので、この環状ばね１０のばね力に基づいてコア体着脱リング７は
、結合孔周壁２周りに所定角を回動するようにしている。
【００２９】
前記結合孔３内には、コア体押し出しばね１３を配装し、その下端に係合孔内面を摺動し
、結合孔３内への結合ボール６の突出を規制する支承部１４を延設している。実施の形態
では、コア体押し出しばね１３として１個のつる巻きばねを用い、その上端１巻き分を結
合孔３の内奥端部に周設した係合溝部に嵌着し、ばね下部の複数巻き分を密着状に座巻き
してこの部分を支承部１４に形成している。
【００３０】
この支承部１４は、コア体押し出しばね１３が伸長した状態で結合ボール６の前面に臨み
、結合孔３内への結合ボール６の突出を規制（阻止）する。
【００３１】
コア体１５は筒状をなし、その下端開口縁に超硬チップからなる複数個の穿孔刃１５ａを
設けたもので、このコア体１５は、結合孔３に結合される中継ぎ体１６に取着している。
実施の形態では、中継ぎ体１６の下半部外周面に雄ねじ１９を設け、これをコア体上部の
頂盤１８中心に設けた雌ねじ孔１７に螺合させてコア体１５を堅固に取着し、また、この
中継ぎ体１６の下半部中心にセンタードリル２１が挿通される通孔２２を設け、この通孔
２２の壁面に、ガイド溝２３を母線方向に設けている。
【００３２】
また、コア体１５上に突出する中継ぎ体１６の上半部には、結合孔３に嵌合して結合され
る径大筒状の結合部１６ａを形成し、この結合部１６ａの外周面に、結合ボール６が係脱
する結合凹部２０を設けている。
【００３３】
前記センタードリル２１は、その基部を、結合孔３内にあって基体１の下面中央に設けた
取り付け孔２４に挿入し、取り付け孔２４側方から固定用ビス２５を螺装して固定してい
る。
【００３４】
本発明においては、センタードリル２１とは別に押出し棒２６が用意される。この押出し
棒２６は、センタードリル２１に替えて中継ぎ体１６のセンタードリル通孔２２に挿通さ
れるもので、センタードリル２１とほぼ同じ長さで同じ径とし、押出し棒２６外周面に、
センタードリル通孔２２のガイド溝２３に嵌合する突起条２７を設け、押出し棒２６の両
端部外周面に適宜の長さで無突起条部２８を形成している。実施の形態では、通孔２２壁
面のガイド溝２３と押出し棒２６外周面の突起条２７を、それぞれに３本を等配的に設け
ているが、これより数を増やしたものであってもよい。
【００３５】
上記構成において、コアドリルを使用する時は、図１に示すように、基体１に対しコア体
１５は中継ぎ体１６を介して結合される。すなわち、結合孔３に中継ぎ体１６の結合部１
６ａを嵌合して支承部１４をコア体押し出しばね１３に抗して押し上げると、結合ボール
６が結合孔３内に突出して中継ぎ体１６の結合凹部２０に係合し、コア体着脱リング７が
環状ばね１０のばね力により結合孔周壁２周りに回動して結合ボール６を押さえ込む。従
って、人為的にコア体着脱リング７を、環状ばね１０のばね力に抗して回動させない限り
は、基体１と中継ぎ体１６の結合関係が保持される。
【００３６】
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この状態で穿孔が行われる時は、センタードリル２１は中継ぎ体１６に設けたセンタード
リル通孔２２に挿通されてセンタードリル２１は、その基部とともに中間部も支持される
ようになるので、芯振れが軽減される。
【００３７】
穿孔を終えた時点でコア体１５内に残る切抜き廃材Ａは、その中心孔Ｂにセンタードリル
２１が突き刺さる形で残る。被穿孔物からコア体１５を離して切抜き廃材Ａが、コア体１
５内に引っ掛かる等して簡単には抜け出てこないものについては、基体１からコア体１５
を分離して取り出す。
【００３８】
この際の基体１からのコア体１５の分離は、コア体着脱リング７を回動して待避凹部８側
に結合ボール６を退出させて、中継ぎ体１６の結合凹部２０との係合を解いた状態で、中
継ぎ体１６の結合部１６ａを結合孔３から抜き取る。
【００３９】
こうして、図７に示すように、コア体１５内に残る切抜き廃材Ａの中心孔Ｂからセンター
ドリル２１も抜けた後も、コア体１５内に切抜き廃材Ａが引っ掛かる等して残る場合は、
図８に示すように、中継ぎ体１６のセンタードリル通孔２２に、別途用意された押出し棒
２６を挿入して切抜き廃材Ａを押し出して取り出す。
【００４０】
この時、押出し棒２６は、その外周面の突起条２７が通孔壁面のガイド溝２３に嵌合し、
押出し棒２６先端部の無突起条部２８が切抜き廃材Ａの中心孔Ｂの孔口に入り込み、各突
起条２７端部が孔口縁部に係止して押当される。こうして、全体を揺する等しながら押出
し棒２６を押し込むと、図９に示すように、コア体１５内の切抜き廃材Ａは、引っ掛かり
が解消されてコア体１５内から簡単に取り出すことができる。
【００４１】
【発明の効果】
本発明は、以上説明したような形態で実施され、本発明によれば、簡単な操作で基体とコ
ア体の結合・分離がワンタッチ式に簡単にできるコアドリルにおいてコア体を中継ぎ体に
取着して、基体には中継ぎ体を介してコア体を結合し、コア体内に残る切抜き廃材の取り
出しは、中継ぎ体のセンタードリル通孔からコア体内に押出し棒を挿入して押し出す要領
で取り出すので、コア体の大きさに左右されず、コア体内からの切抜き廃材の取り出しが
簡単に確実にできて作業性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態を示すコアドリルの一部を断面で示す正面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線における断面図である。
【図３】コア体が取着される中継ぎ体の一部を断面で示す正面図である。
【図４】図３のＢ－Ｂ線における断面図である。
【図５】押出し棒の平面図である。
【図６】押出し棒の一部を切欠した正面図である。
【図７】切抜き廃材が残るコア体を基体から分離した状態を示す分解正面図である。
【図８】切抜き廃材の取り出し要領を説明するためのコア体関連部分の断面図である。
【図９】切抜き廃材の取り出し要領を説明するためのコア体関連部分の断面図である。
【符号の説明】
１　基体
２　結合孔周壁
３　結合孔
４　シャンク
５　収容孔
６　結合ボール
７　コア体着脱リング
８　待避凹部
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９　環状ばね収容部
１０　環状ばね
１１　保持環
１２　支持溝
１３　出しばね
１４　支承部
１５　コア体
１５ａ　穿孔刃
１６　中継ぎ体
１６ａ　中継ぎ体の結合部
１７　雌ねじ孔
１８　コア体頂盤
１９　雄ねじ
２０　結合凹部
２１　センタードリル
２２　センタードリル通孔
２３　ガイド溝
２４　取り付け孔
２５　固定用ビス
２６　押出し棒
２７　突起条
２８　無突起条部
Ａ　切抜き廃材
Ｂ　中心孔
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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